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「自尊心」を測定する項目ならびにインベントリー方式による調査結果の回答分布（％）．
図1，2，
質問 3の番号 日 本 台 湾 シンガポール
番号 質  間  項  目
はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ
1 あたたは運動するなど，健康に注意していますか 00 01 69．930．1 53．6 46．48．531．5
2 〃 友達関係を大切にしていますか 02 03 96．1 3．9 85．214．892．9 7．1
3 〃 けがや危険なことをしたいように気をつけていますか 04 05 75．524．581．518．585．O15．O
4 〃 勉強したり読書したりして知識を深めようとしていますか 06 07 52．6 47．484．1 15．983．916．1
5 〃 自分の命を大切にしていますか 08 09 91．5 8．5 79．9 20．191．4 8．6
6 〃 睡眠を十分にとっていますか 10 11 61．538．554．O 46．O54．7 45．3
7 〃 自分をあまやかさずに生きていますか 12 13、31．968．131．668．445．254．8
8 〃 交通ルール・校則だとの規則を守っていますか 14 1557．842．272．O 28．O66．7 33．3
9 〃 規則正しい生活をしていますか 16 17 41．558．548．3 51．761．538．5
10 〃 やればできるという気持ちをもっていますか 18 1984．1 15．9 79．120．988．511．5
11 ” 他人を尊重していますか 20 21 85．714．388，311．790．3 9．7
12 〃 充実した人生を送ろうとしていますか 22 23 85．314．791．9 8，1 94．6 5．4
13 〃 自己反省することがありますか 24 25 85．4 14．6 66．1 33．977．822．2
14 〃 自分を愛していますか 26 27 61．538．588．Oユ2．O 87．312．7
15 〃 ベストをつくしていますか 28 2937．2 62．8 86．213，883．416，6
王6 〃 人から信用される人間になろうとしていますか 30 31 87．612．494．O 6．O 96．5 3．5
17 〃 やろうとしたことは最後までやりとげようとしていますか 32 33 60．939．1 61．7 38．37．712．3
18 ” 自分の言動に責任をもっていますか 34 35 57．242．873．3 26．782．817，2
19 〃 自分で自分がどういう人間であるかわかっていますか 36 37 721827．2 54．645．478．321．7
20 〃 自分の気持ちに素直に生きていますか 38 39 54．945．1 63．536．572．627．4
21 〃 お金を大切にしていますか 40 41 75．2241868．931．368．631．4
22 〃 家族の人となかよくしていますか 42 43 84，5！5．5 69．5 30．585．314．7
23 〃 学校の勉強をがんばっていますか 44 45 52．447．638．5 61．578．121．9
24 ”  くつろぐ時間がありますか 46 47 82．317．7 90．19．9 81．518．5
25 〃 食事をきちんととっていますか 48 49 86．2 13．8 46．8 53．255．644．4
26 〃 人格的に成長しようとしていますか 50 51 81．718．360．4 39．686．713．3
27 〃 両親との関係を大切にしていますか 52 53 81．8ユ8．2 87．512．589．910．1
28 〃 学校での服装に注意を払っていますか 54 55 82．3 17．7 90．39．7 87．412．6
29 ” 誠実に生きていますか 56 57 68．331．761．O 39，O83．Oユ7．O
30 〃 清潔にしていますか 58 59 94．1 5．9 84．9ユ5．1 93．2 6．8
31 〃 適度な自由がありますか 60 61 84．910．187．512．583，816．2
32 〃 異性の友達とうまく人間関係をもっていますか 62 63 58．741．348．851．254．3 45．7
33 〃 時間を大切にしていますか 64 65 50．149．954．6 45，453．1 46．9
34 〃 夢・目標の実現に向けてがんばっていますか 66 67 59．440，673．426．685．314．7
35 〃 ていねいなことばづかいをしていますか 68 69 39．360．767．432．673．426．6
36 ” 人に親切ですか一 70 71 70．O 30．O76．523．588．311．7
37 〃 自分が正しいと思ったことを行なっていますか 72 73 73．326．772．7 27．789．610．4
38 〃 正しい行ないをしていますか 74 75 65，634．4 87．412，669．630．4
39 〃 礼儀正しいですか 76 77 60．040．078．9 21．179．021．O
12歳 78 8．7 2．1 5．7
13歳 79 14．6 9．2 19．5
14歳 80 16．3 13．4 21．6
15歳 81 17．5 23．5 18．7
年  齢           ユ6歳 82 18．1 21．0 15．7
17歳 83 17．1 21．4 9．7
18歳 84 7．6 6．8 3．4
19歳 85 0，O 2．1 3．6
20歳 86 O．O 0．5 2．3
男性 87 4817 41．1 51．5性  別 女性 88 51，3 58．9 48．5
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表2．調査対象（人数）．
日  本 台  湾 シンガポール注2）
中学1年生 148 107 190
中学2年生 147 94 191
中学3年生 147 101 200
高校1年生 163 163 165
高校2年生 170 178 147
高校3年生 141 175 57
合  計 916 818 950



















































質問番号 質 問 項 目 第1因子 第2因子自己実現性 安全・安定性
15 あたたはベストを尽くしていますか O．57 一0，06
35 〃 ていねいたことばづかいをしていますか O．55 0．04
39 〃 礼儀正しいですか 0．53 O．09
18 〃 自分の言動に責任をもっていますか 0．50 0．14
36 〃 人に親切ですか 0．46 0．11
4 〃 勉強したり読書したりして知識を深めようと O．46 0．01
していますか
34 〃 夢・目標の実現に向けて頑張っていますか O．45 0．18
14 〃 自分を愛していますか 0．42 0．17
38 〃 正しい行ないをしていますか O，42 0．15
29 〃 誠実に生きていますか 0．41 0．32
25 〃 食事をきちんととっていますか 一0．10 0．48
22 〃 家族の人となかよくしていますか 0．15 O．45
5 〃 自分の命を大切にしていますか O．16 0．39
1 〃 運動するなど，健康に注意していますか 0．14 O．36
（運動していたくても健康に気をつけていますか）
固  右  値
寄  与  率
5，39           1．11
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                第 2 軸
図1．「自尊心」の林の数量化III類の分析結果：日本（第1因子を構成する各質間項目に対する回
  答の“いいえ”を（◎），“はい”を（O），第2因子を構成する各質問項目に対する回答の“い
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図3．r自尊心」の林の数量化m類の分析結果：シンガポール．





























































































  シンガポール：部屋の数ではなく，家のタイプを，1＝HDB1－room Hat，HDB／PSA／SAF2－
  room f1at，HDB／PSA／SAF3－room丑at，2＝HDB／PSA／SAF4－room Hat，HDB／PSA／SAF
  5－room畳at，3＝Govt／Quasi－Govt executive Hat，HUDC日at，private nat or private apart－
  ment，4＝HDB shophouse，Shophouse（others），5＝HUDC terrace，Terrace（others），6＝
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表5．重回帰分析における分析結果（第1因子「自己実現性」）．
変数 β‡
番号 説明変数 日 本 台 湾 シンガポール
1 年  齢 0．122 一 0．119
2 性一 別 一 0．110 一
13 学校への満足度 0．139 ’ 0．111
14 学業成績 一 0．172 一
15 学習時間 O．123 一 0．107
17 家にある物 一0．101 ■ 一
20 父親の養育態度 一0．096 一 I23 目的意識 0，123 一 ’
24 これまでの人生への満足度 0．147 一 0．123
25 他者尊重 0．125 0．147 一
26 信  念 一 0．248 O．166





番号 日 本 台 湾 シンガポール
2 性  別 一 0．157 0．112
6 父親とあ交流度 0．092 ’ 一
7 母親との交流度 0．104 ． 0．098
8 兄弟姉妹との関係 一 O．113 一
9 家庭の雰囲気 O．238 O，161 0．152
16 家の広さ 一0．082 ■ 一
20 父親の養育態度 一 ■ 0．136
23 目的意識 一 一〇．097 一
24 これまでの人生への満足度 ’ 一 O．139
25 他者尊重 O，124 O．168 0．145
26 信  念 ■ 0．167 一
27 自己理解度 O．106 I 一
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   シンガポールでの質問は「What do you think it is to respect yourse1fP P1ease write as many
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Cross－Nationa1Study on a Sca1ing of Se1f－Esteem
              Masamichi Sasaki
    （Schoo1of Education，Hyogo Kyoiku University）
    Chiaki Hattori
（Akashi Nishi High School）
    Studies on se1f－esteem have progressed without clear deinition or estab1ishment of
cogent sca1ing．Further，most studies on se1f－esteem in Japan have fai1ed to account for
cu1tura王differences among nations．
    The purposes of the present study are：（1）to construct a new sca1ing of se1f－esteem
based on survey responses obtained from students ranging in age from12to20from Japan，
Taiwan，and Singaporさ；and（2）to identify the core e1ements which compose se1f－esteem
based on the surveys．
   A two－step method was introduced to construct a new se1f－esteem sca1e．The丘rst
step was to derive question items on se1f－esteem by carrying out surveys among1，134
students using the open－ended question：“what do you think it is to respect yourse1f？”
The second step was to construct factor ana1ysis of se1f－esteem using2，684students from
the three nations，utilizing the question items derived from responses obtained in the irst
step．
    The resu1ts of the factor ana1ysis using the resu1ting question items and a11three
nations’samp1es（i．e．，a bond samp1e）indicated that there are two factors：se1f－actua1iza－
tion and safety／stabi1ity．Hayashi’s correspondence ana1ysis was used to identify the
re1ative1ocations of a11the re1ated variab1es which compose the two factors．
    Fina11y，mu1tip1e regression ana1ysis was performed to identifyvariab1eswhichexp1ain
se1f－esteem in each nation（making the se1手。esteem score obtained by factor ana1ysis the
dependent variab1e）．As a resu1t，self－actua1ization，which is the first factor，is exp1ained
by variab1es common to on1y two nations：“respect others”，“age”，“satisfaction toward
schoo1’’，“1eaming hours”，“satisfaction towarO past experiences”and“se1f conidence”．
Safety／stabi1ity，the second factor，is exp1ained by variab1es common to a11three nations：
“fami1y atmosphere”and“respect others”．
Key words：Se1f－esteem，factor ana1ysis，correspondence ana1ysis．
